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エンジニアリング・デザイン教育に関するレポート
JABEEでは、エンジニアリング・デザイン能力は技術者教育を特徴づける極めて重要な要素と位置付けている。この方針に従い、情報技術専修コースでは、ソフトウェア工学演習IV、機械電子制御工学演習IV、システム数理演習IV、システム創成演習IV、情報システム数理演習IV (以下、演習IV)をエンジニアリング・デザイン能力涵養のための重要な科目と考えている。演習IVの履修によるエンジニアリング・デザイン能力習得の達成度確認のために、以下のレポートを速やかに作成し、指導教員に提出すること。

以下の1～4の評価項目については、達成度(◎、○、△、×)を記入し、具体的な内容について簡潔に記述すること。

※シラバス，ならびに，情報技術専修コースの資料を適宜参照すること。

	1. デザイン能力に関して具体的な達成目標を設定したか。                      
	達成度
	○

	　私が携わったグループでは南山大学生向けWEBサイトであるPORTAとWebClassおよび教務案内ページに学生が必要とする情報がそれぞれに分散しているためこれらの情報を統一し、学生が情報を見やすくすることを目的とした。
　解決案としてWEBページのHTMLを解析して必要な情報のみを抜き出すWEBスクレイピングを提案した。クローラーによく使われているRubyライブラリNokogiriを使用し、教務案内の情報を取得してデータベースに格納することを目指し、作業を行った。

	2. デザインあるいは問題解決策についての学習を行ったか。
	達成度
	◎

	　Rubyの使用経験が無かったため、Rubyの文法やライブラリ、特にNokogiriの使用方法などを学んだ。また、WEBスクレイピングによる恩恵のみでなく、WEBページへの過度なアクセスによるサイトへの攻撃等の問題点も確認した。

　RubyでのHTMLの解析方法や記述方法を特に調べた。


	3. 複合的で解が複数存在する課題に取り組んだか。
	達成度
	○

	(1) 複数のアイデアを提案したか。

　複数のWEBサイトの情報の機能分散を防ぐ方法として、技術的な解決方法として選択したクローラー以外に以下の提案を行った。
・新規にWEBサイトをデザインし、各WEBサイトの情報を1つの場所にまとめる。
・新規の情報が掲示された時にプッシュ通知で知らせる。
・目立つ場所に他WEBサイトのリンクを貼り容易に移動できるようにする。
(2) 大学で学ぶ複数の知識を応用したか。

Rubyは対象をオブジェクトとして扱っているので、Javaの使用経験からクラス、メソッドなどの基本的な文法の理解の手助けとなった。
　また、データベース化を行う際にデータベース理論で学んだSQL文法の知識を利用して実装できた。
(3) 自然や社会への影響(公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理等)について考察したか。

南山大学生は時間割や就活関連などのイベント情報を確認するためによくPORTAを利用する。そして、WebClassでは講義資料や課題提出などで利用し、教務課では講義関連の案内を閲覧する。これらの情報が1つの場所にまとまっていれば移動する手間をかけずにコンテンツを利用することができ、学生への手助けとなる。
また、学生はコンテンツ数の多さからPORTAをよく利用するため、PORTAに情報をまとめれば教務案内などの他サイトの情報の見逃しを防ぐことができる。

　WEBスクレイピングによるサイトへの攻撃の恐れは、情報の更新を定時に行うことで緩和できると考えた。

	4. 具体的に取り組んだ問題について
	達成度
	○

	(1) 解決すべき課題の内容をよく考察したか。
分散している情報を全て集めて統一しようとすると時間がかかり、多すぎる情報を見やすくすることも難しくなる。目的は学生が容易に必要な情報を収集できるようにすることなので、情報の重要度を決めて取得する情報の範囲を絞ることにした。
そこで、統一する情報として学生がよく閲覧し、履修情報やガイダンス、奨学金など重要度の高い情報が掲載されている教務課からの案内の取得を選択した。
また、スクレイピングにはRubyライブラリNokogiriを利用した。これはHTMLの解析にはNokogiriが使いやすいからである。そして、JavaScriptを利用しているページを解析したいときにNokogiriでは難しい場合、Rubyには他にもスクレイピングに使えるライブラリ(SeleniumやMechanize)があるという理由もある。
(2) 制約条件を考慮したデザイン(あるいは解決策)となっているか。

新たにWEBサイトを作成するという案ではページ作成やWEBデザインなどの難しい問題がある。さらに、普段使用しているWEBサイトのデザインからの大幅な変更があると学生が困惑し、使ってもらえない可能性がある。
そのため、学生がよく利用するPORTAをベースとし、他サイトからスクレイピングしデータベース化した情報を張り出す方法を解決策とすることで、少ない変更でほしい情報が得られるようになる。
(3) デザイン(あるいは解決策)の結果をわかりやすく掲示しているか。

RubyライブラリNokogiriを用いて教務課TOPページのHTMLを取得し、教務案内の掲載時刻、タイトル、本文が掲載されているページへ飛ぶURLを解析し抜き出したものをSQLite3でデータベースに格納した。
データベースに格納した情報はRubyで自由に取得、変更が可能である。これにより、格納されたデータを取り出してHTMLで記述することでWEBページに張り出すことができる。
(4) 専門分野の知識を研究活動へと応用したか。

Rubyを使用するのは初めてだったので、今回学習したRubyの知識が、今後私が行おうと考えているプログラミングに関する研究活動の手助けとなると考えている。Rubyそのものを記述することがなくても、Rubyと同じようにオブジェクト指向であるJavaの知識やデータベースの知識がRuby習得に役だったように今回得た知識がまた別の知識習得にきっと役立つであろう。


